
アルコール検知器を用いた
アルコールチェックが義務化されました

使い方は簡単 3 ステップ

1STEP

スマホアプリ起動、
アルコールチェッカー
へ息を吹きかけます。

2STEP

自動取得された検知
結果をスマホから
クラウドへ送信。

保存されたデータはPCやタブレットの
ブラウザから確認することができます。

3STEP

アルコール

検知結果

日時

測定者氏名

車両ナンバー

顔認証

運転日報

アルコールチェッククラウド管理システム
「アルポーター」なら低コスト導入で簡単に一括管理ができます！

在庫
あります

・燃料電池センサ式で高精度（±0.03ｍｇ/L）
・小型軽量（わずか35ｇ）※電池及びストラップ含まず

・測定表示付き

2023年
12月

アルコールチェッカー特徴



製造販売元 ミタチ産業株式会社
〒４６０-００２２
名古屋市中区金山一丁目2番16号

EME BUILDING
TEL：０５２-３３２-２５８１ 
FAX：０3–５９６２-４６０２
Mail:marketing@mitachi.co.jp
担当：松田

お問合せ先

会社HP YouTube

アプリはアルポーターで検索いただき
各ストアよりダウンロードください

アルポーターご利用プラン

AI顔認証によるなりすまし防止機能付きで運転日報にも対応したプラン

（現在開発中）

製品
初期費用 月額

キャリブレーション費
端末代 アカウントID 人数費用 拠点費用

他社製品 19,800円 22,000円 1,100円/1名 0円 0円

プランA 21,780円
(税抜き19,800円)

33,000円
(税抜き30,000円)

1,650円/5名※

(税抜き1,500円)
0円 4,400円/台

(税抜き4,000円)

プランB 21,780円
(税抜き19,800円)

19,800円
(税抜き18,000円)

275円/1名
(税抜き250円)

1,980円
(税抜き1,800円)

4,400円/台
(税抜き4,000円)

他社製品（当社調べ） 187,000円 66,000円 66,000円 合計 319,000円

プランA 74,580円 24,200円 24,200円 合計 122,980円

プランB 168,960円 62,260円 62,260円 合計 293,480円

費用シミュレーション（1事業所試算（５名）で３年間使用した場合）

製品・プラン比較

製品 メリット デメリット

他社製品（当社調べ）
・有線接続による顔認識
・キャブレーション費用が０円

・スマホと有線接続となる
・半導体式方式の為、検知精度が落ちる

プランA
・１台で５名まで活用できる
・顔認証無しで利用（簡易運用）
・Bluetooth接続

・キャリブレーション費用が別途掛かる

プランB
・AIによる顔認証（なりすまし防止機能）
・Bluetooth接続
・運転日報付与（無しも対応可）

・キャリブレーション費用が別途掛かる

プランC
（現在開発中）

・AIによる顔認証（なりすまし防止機能）
・Bluetooth接続
・ドライブレコーダー連動による運転日報自動作成

・キャリブレーション費用が別途掛かる
・指定のドライブレコーダーへの入替えが必須

アルコールチェック AI顔認証
（なりすまし防止機能）

運転日報クラウド管理

プラン B

アルコールチェッカー１台で５名まで活用できる簡易運用プラン

アルコールチェック クラウド管理

プラン A

アルコール
チェック

AI顔認証
（なりすまし防止機能）

運転日報（自動）クラウド管理

プラン C

ドライブレコーダー連動

ドライブレコーダー連動による運転日報自動作成機能に対応したプラン

初
年度

２
年目

・端末機代
・アカウントID
・月額使用料

・月額使用料
・キャリブレーション
費用

２年目
と同じ

3
年目

費用内訳 (税込み）

(税込み）

※機器1台に対して最大5名まで利用可能です

※クラウド利用は最低24ヶ月ご利用でお願いします。

※クラウドにデータ送信するスマートフォンの端末代・通信費は含まれておりません。
スマートフォンはお客様にてご準備願います。
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